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第６回教育委員会会議録 

日   時  平成 28 年 5 月 31 日 開会 13：30～閉会 15：30 

会 場 教育長室 

出 席 者 

山 田 律 子 委員長 

佐々木 義 朗 委員 

荒 井 由紀恵 委員 

 明 石 光 正 委員 

宮 崎   肇 教育長 

参 与 

島 倉 弘 行 教育部長 

澤 田   徹 教育部次長 

加賀谷   隆 教育部学校指導室長 

米 山 伸 哉 企画総務課長 

山 根 祥 二 青少年課長 

竹 内 浩 二 生涯学習課長 

森 井   茂 学校給食センター長 

村 井 安 之 文化施設課長 

書 記 堀田 企画総務課総務係長 

議題及び 

議事の概要 
 別紙のとおり 
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ただ今から、平成 28 年第 6 回教育委員会会議を開催いたします。 

本日の議題中、議案第 1 号千歳市学校給食センター運営審議会委員

の委嘱について、議案第 3 号千歳市奨学生の選考及び奨学金額の決定

について、議案第 4 号千歳市公民館運営審議会委員の委嘱について、

議案第 5 号千歳市社会教育委員の委嘱については、意思形成途中ある

いは個人情報が含まれるため、秘密会といたします。 

秘密会の件についてよろしいでしょうか。 

 

一同了承 

 

それでは、会議録の承認をお願いいたします。 

 

前回、4 月 27 日に開催されました第 5 回教育委員会会議は議案が 8

件、議案第 1 号千歳市郷土資料展示基本構想について、議案第 2 号教

育委員会職員の任命について、議案第 3 号千歳市奨学生選考委員会委

員の委嘱について、議案第4号平成28年度学校評議員の委嘱について、

議案第 5 号千歳市教育支援委員会委員の委嘱及び任命について、議案

第 6 号千歳市立学校管理規則の一部を改正する規則の制定について、

議案第 7 号教職員の処分内申について、議案第 8 号教職員の処分内申

について、以上 8 件についてはいずれも原案通り議決しております。 

また、報告は 1 件、報告第 1 号教職員の処分内申については報告済

みであります。 

 

会議録承認の件よろしいですか。 

 

一同了承 

 

教育長から報告をお願いいたします。 

 

5 月の校長会でお話しした内容ですが、1 点目の生活習慣改善の取組

推進についてですが、子どもたちの生活習慣改善の取組は学力向上の

みならず、いじめの防止やインターネットのコミュニティサイト利用

による被害防止に大変重要な役割を持つことから、千歳市ＰＴＡ連合

会による千歳市家庭生活宣言と連携し、保護者への啓発等一層の取組

をお願いしたところであります。教育委員会としても市Ｐ連と連携し

てより一層の取組を進めたいと考えております。この件については、

先般の校長面談の折にもこういった話をさせていただきました。学校

でも生活リズムチェックシート或いはこれに類したものをやっていま

議題及び会議の概要 
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す。 

2 点目の学習規律の定着の徹底については、学校全体で徹底してい

るところがある一方で、学年間あるいは学級間でばらつきのある学校

が散見される。学習規律の定着については、毎年度の千歳市学力向上

検討委員会報告書において、学校が行う具体的対策に掲げられている

重要な取組事項であり、校長のリーダーシップのもと取組の徹底をお

願いしました。 

3 点目のキャリア教育については、各校においては、キャリア教育

に積極的に取組んでいただいているが、昨年度、自衛隊での職場体験

学習において、一部調整がつかない事例があったことから、今年度よ

り市教委と自衛隊札幌地方協力本部千歳地域事務所が調整を行うよう

窓口を一本化しました。 

4 点目の情報セキュリティ対策の徹底については、4 月 18 日に市内

学校において校務用ＰＣ及び校内サーバーがランサムウェアに感染

し、一部のデータが暗号化され、復元が不可能となる被害が発生し、

昨年末から同種のウィルス感染が 4 件報告されており、何れも感染経

路はインターネット上の Web サーバへのアクセスが原因である可能性

が高いため、信頼できない URL にはアクセスしないよう、いま一度、

情報セキュリティに関する職員への指導を徹底するようお願いし、併

せて、ウィルスを検知した際に学校長及び教育委員会への報告を怠っ

ていた事例やトレンドマイクロ社製のウィルス対策ソフトがインスト

ールされていないＵＳＢを使用していた事例があったことから、今後

このようなことの無いよう周知徹底を図ることを指導いたしました。 

5 点目の電子黒板等 ICT 機器の活用状況については、応用的な機器

の活用ができている教職員が 341 人 87％、基本的な機器の活用にとと

まる教職員が 49 人 12％、ほとんど機器を活用していない、または、

できない教職員が、3 人 1.0％という結果であり、多くの教職員が ICT

機器の有用性を認識し、日常的に使用している状況にあり、各校で実

施している校内研修や夏季・冬季研修に教職員が積極的に参加した成

果があったものと受け止めています。一方で、少数ではあるが、基本

的な機器の活用にとどまる、または、ほとんど機器を活用していない、

または、できない教職員がいることは大変残念であり、すべての教職

員が応用的な機器の活用ができるよう、各校においては一層の取組を

お願いしました。 

また、ICT 機器活用の効果として、より効果が高いと思われる授業

場面では「実物投影機で、児童生徒の作品や手元の操作の様子を示す

ことで理解しやすくなる場面」、「教師が書き込みながら説明すること

で児童生徒が授業内容を理解しやすくなる場面」の回答く、デジタル
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企画総務課長 
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委員長 

 

 

 

教科書の効果として、より効果が高いと思われる授業場面では「拡大

や 縮小、立体的な映像で資料を映すなど視覚効果を用いることで理

解が深まる場面」、「動画や音声での説明を用いることで理解が深まる

場面」の回答が多い状況でした。 

6 点目の教頭及び主幹教諭候補者の発掘は、近年、教頭昇任試験の

受験者が減少傾向にあり、人材確保が喫緊の課題となっている。教頭

は学校の要であり、将来の校長候補である。学校課題が山積している

現状においては、より適任の人材を確保する必要があるため、最低１

校１名を発掘、推薦してほしいとのお願いをしております。また、主

幹教諭についても平成 29 年度に教頭昇任の可能性があることから、当

該校においては後任を発掘するとともに、他校からの登用も可能なこ

とから各校において積極的な発掘をお願いしました。   

 

教育長からの報告についてご質問やご意見等ございませんか。 

次に、議案第 1 号千歳市学校給食センター運営審議会委員の委嘱に

ついて説明をお願いします。 

 

 

一同了承（秘密会：原案可決） 

 

次に議案第2号平成28年第2回千歳市議会定例会教育行政報告につ

いて説明をお願いします。 

 

議案第2号平成28年第2回千歳市議会定例会教育行政報告について

ご説明申し上げます。 

提案理由でありますが、平成 28 年第 2 回千歳市議会定例会に、平成

28 年教育行政の諸般について報告するため、本案を提出するものであ

ります。それでは、別冊、教育行政報告を読み上げます。 

～別紙により説明～ 

 

議案第 2 号についてご質問やご意見などございませんか。 

 

一同了承（原案可決） 

 

次に議案第3号平成28年度千歳市奨学生の選考及び奨学金の額の決

定について説明をお願いします。 

 

一同了承（秘密会：原案可決） 
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生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に議案第 4 号千歳市公民館運営審議会委員の委嘱について説明を

お願いします。 

 

一同了承（秘密会：原案可決） 

 

次に議案第 5 号千歳市社会教育委員の委嘱について説明をお願いし

ます。 

 

一同了承（秘密会：原案可決） 

 

次に報告第1号平成27年度公益財団法人千歳青少年教育財団の経営

状況を説明する書類の提出について説明をお願いします。 

 

報告第1号平成27年度公益財団法人千歳青少年教育財団の経営状況

を説明する書類の提出についてご報告申し上げます。 

はじめに、公益目的事業報告のうち、教育事業についてご説明いた

します。学習講座開設事業についてでありますが、サケのふるさと千

歳水族館学習事業といたしまして、27 年度は記載の事業を実施いたし

ました。次に、リーダー養成事業として、ジュニア・リーダー活動事

業では講習会の実施、シニア・リーダー活動事業では記載の事業を実

施いたしました。その他、自然教室、冬休み体験教室、体験学習を実

施いたしました。次に、社会教育関連事業として、緑の村キャンプ大

会、千歳の子どもクリスマスの集い、第 21 回ちとせっ子雪遊びを実施

いたしました。次に、教育機関支援事業についてでありますが、小中

学校の総合的な学習などへの協力や、職業体験への協力、サケ稚魚に

よる子供たちの交流事業への協力を行うとともに、各種生涯学習関連

事業への協力として、科学の祭典などに出展しました。 

次に、水族館管理運営事業については、「サケのふるさと 千歳水族

館」管理運営事業の常設展示では記載の内容を実施いたしました。次

に、企画展示では、常設展示とは異なる企画展示を行ったほか、サケ

の成長過程による季節展示を実施いたしました。次に、各種体験学習

及びイベントでは、水族館に興味を持っていただくとともに、会員間

の交流を図るため、アからキまでの事業を実施いたしました。次に、

入館者の拡大推進についてでありますが、リニューアルオープン 20

万人達成記念セレモニーや、平成 6 年のオープン以来、入館者数 400

万人達成記念セレモニーを行いました。また、入館者数につきまして

は、27 年度の目標を 20 万人としておりましたが、テレビ・ラジオや
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イベント等を通した広報・ＰＲ活動や営業活動を実施したほか、道の

駅リニューアルオープンの相乗効果もあり、目標を約 9 万 2 千人を超

える 29 万１千８50 人となりました。次に、年間パスポート個人会員

及び法人会員についてでありますが、会員加入促進を行った結果、個

人会員で 18,166 人、法人会員で 66 社となり、何れも目標を上回る結

果となりました。 

次に、千歳サケのふるさと館再整備事業についてでありますが、平

成 27 年度で整備事業が終了し、リニューアルに係る費用は総額で 3

億 8 千 113 万 1 千円でした。次に、情報提供活動についてであります

が、サモン君だよりやメールマガジンでありますサモンメールのほか、

ホームページをリニューアルした際にスマートフォンなどに対応した

ほか、フェイスブックなどのソーシャルネットワーキングサービスの

充実を図った結果、アクセス件数が大幅に増え 201,269 件となりまし

た。また、館内でワイファイが利用できるようになり、来館者の利便

性が向上しました。 

 続きまして、決算報告になりますが、説明につきましては収支計算

書の総括表にてご説明いたします。事業活動収支の部につきましては

教育事業と水族館管理運営事業に係るものですが、事業活動収入計の

合計が 2 億 3 千 268 万 4596 円、事業活動支出計の合計額が 1 億 9649

万 9533 円となっており、その差額が事業活動収支差額として 3618 万

5063 円となっております。次に、投資活動収支の部につきましては、

設備投資や特定資産等に係るものですが、投資活動収入計の合計額が

7340 万円、投資活動支出計の合計額が 2 億 5714 万 3138 円となってお

り、その差額が投資活動収支差額として、マイナス 1 億 8374 万 3138

円となっております。次に、財務活動収支の部についてでありますが、

借入金等の係るものですが、財務活動収入計が 1 億 5 千万円、財務活

動支出計が243万5724円となり、その差額が財務活動収支差額として、

1 億 4756 万 4276 円となっております。これらを合算した結果、当期

収支差額の合計額は 6201 円となり、前期繰越収支差額である 20 万

7256 円との合計額が次期繰越収支差額 21 万 3457 円となっておりま

す。最後に、今年度の決算の特徴といたましては、平成 27 年度でリニ

ューアル整備事業が終了したことにより、その工事費等が投資活動支

出の特定資産取得支出のうち、2 億 4464 万 3150 円が計上されていま

す。また、その財源として補助金等収入のうち 6 千万円、特定活動収

入の特定資産取崩収入の中で 4 千 8 百万円、財務活動収入の借入金収

入 1 億 5 千万円が計上されております。 

以上でございます。 
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委員長 

 

委員長 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

青少年課長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

青少年課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告第 1 号についてご質問やご意見などございませんか。 

 

今年は来館者が多く、繰越金があったということでよろしいですね。 

 

館がリニューアルするまでは入館者収入のみでは運営することがで

きなかったため、市が補てんしておりましたが、リニューアル後は当

初の目標よりも約 9 万人多く入館があり、入館者収入が増えたことか

ら、一部を市に戻しております。 

 

一同了承（報告済） 

 

次に報告第 2 号学校適応指導教室「おあしす」通級生の卒業後の進

路について説明をお願いします。 

 

報告第 2 号学校適応指導教室「おあしす」通級生の卒業後の進路に

ついてご報告申し上げます。 

平成 27 年度末におけるおあしす通級生の卒業生は 19 名でございま

す。19 名全員が進学しており、内訳としましては、全日制高校に 12

名、定時制高校に 3 名、通信制の高校に 3 名、その他 1 名となってお

ります。 

 

報告第 2 号についてご質問やご意見などございませんか。 

 

一同了承（報告済） 

 

次に報告第 3 号平成 27 年度千歳市いじめアンケート調査（第 2 回）

結果について説明をお願いします。 

 

報告第 3 号平成 27 年度千歳市いじめアンケート調査（第 2 回）結果

についてご報告申し上げます。 

今回の調査につきましては平成28年2月に実施した調査の結果でご

ざいます。調査対象につきましては中学校 3 年生を除く市内の小中学

生を対象としております。 

小学校の全体の回答数としましては、5406 名で回答率は 98.7％で

す。4 月以降いじめがされたかの回答数は 244 件で、そのうち面談に

よっていじめと認知した件数は 5 件でございます。調査時点でいまで

もいじめられていると回答があったのは 2 件ですが、いずれも現在は

落ち着いているとの報告を受けており、市教委としましては学校とし
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委員長 

 

佐々木委員 

 

 

 

青少年課長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

荒井委員 

 

 

青少年課長 

 

 

荒井委員 

 

 

 

 

委員長 

 

企画総務課長 

 

て組織的かつ継続的に指導体制をとるようにと指導しているところで

あります。 

次に中学校ですが、全体の回答数としましては、1698 名で回答率は

93.3％です。4 月以降いじめがされたかの回答数は 10 名で、そのうち

面談によっていじめと認知した件数は 3 件でございます。調査時点で

いまでもいじめられていると回答があったのは 3 件ですが、各学校或

いは教育委員会で対応しているところであります。 

 

報告第 3 号についてご質問やご意見などございませんか。 

 

このようなことを調べることによって、いじめをなくしていこうと

いうことですが、アンケートは定期的に行っていくということでよろ

しいですか。 

 

北海道で年 2 回、千歳市独自で年 2 回の合計で年に 4 回実施してお

ります。早期に発見し早期に対応することが重要であると考えており

ます。 

 

アンケート調査で正直に回答してこない児童生徒もいるだろうとい

うことで、学校に対しては、アンケートが全てではなく、言いたくて

も言えない子もいるということを認識し、先生方が常に情報共有して

子どもたちを見守ってほしいということを言っています。 

 

アンケートの中にネットトラブルで困ったことがあるとの質問が有

りますが、具体的にはどのようなことでしょうか。 

 

詳細は把握しておりませんが、どういうことで困っているのかを具

体的に記載する方法を検討したいと思います。 

 

先生がアンケートを読む過程で個別の状況を把握し、助けてあげら

れることもあるかもしれませんね。 

 

一同了承（報告済） 

 

次に報告第 4 号平成 28 年度補正予算について説明をお願いします。 

 

報告第 4 号平成 28 年度補正予算について説明いたします。 

奨学基金に係る寄附金及び積立金を補正するものであります。 
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文化施設課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

歳入の寄附金につきましては、寄付採納の内訳のうち、平成 28 年度

採納分である 185 万円から当初予算に計上している 1 万円を差し引い

た 184 万円を補正するものであります。 

歳出の積立金につきましては、平成 28 年 2 月 4 日から平成 28 年 5

月 10 日までにありました 19 件の寄附採納額、384 万円から当初予算

に計上している 1 万円を差し引いた 383 万円を奨学基金積立金に計上

するものであります。 

なお、これによりまして、補正後の基金残高は 70,452,723 円となり

ます。 

私からの報告は以上でございます。続きまして、文化施設課から説

明がございます。 

 

市民文化センター・市民ギャラリー施設管理経費の補正であり、市

民文化センター費の施設維持補修費に 3,662 千円を追加するものであ

ります。補正理由でありますが、市民文化センターの暖房用温水ボイ

ラーのセクション部分に亀裂が生じ漏水が発生したため、当該セクシ

ョン部分の交換を実施する必要があることから、修繕費用を追加する

ものであります。 

平成17年度に設置した暖房用温水ボイラー2機のうちの1機が下部

から漏水しているのが本年 3 月に確認されたものです。 

 

報告第 4 号についてご質問やご意見などございませんか。 

 

一同了承（報告済） 

 

 これをもちまして本日の会議を終了します。 

 

 


